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Abstract: It is pointed out thatた αたαrJ“

“
s“bJ is used as one of the features of HcJα んИ′αb“ん。 This paper ex―

anlines the use of the tendency ofたαたαrj′η
“
s“bj in narrative sentences by makingソ αたαんα―Jiθ  of the raJι  q′

Gι4Jij applicable to investigationo As a result of the use being concentrated on conclusion of an auxiliary

verbたιrj,and sθ
“
sんヴJ related auxiliary verbs and particles,there were very few examples other than these,

and it was found that compared with quotations,such as conversation sentences with varlous examples of us―

age, the employmcnt ofた αたαrJ′η
“
s“bj in nalative sentences is lil「 lited. It is thought that んαたαrJ′η

“
∫
“
bJ in

narrative sentences of Hcjα κレッαb“ん is used so that the functions ofた ιrJ may be reinforced.

要旨 :平安和文の特徴のひとつに係 り結びが多用されることがあげられる。この論文では,源氏物語

の若菜上巻を調査対象として,地の文での係 り結びの使用傾向を検討した。その結果として,助動詞

「けり」と草子地関連の助動詞と助詞との結びに使用が集中し,そ れら以外の例は非常にすくなく,

多様な使用例のある会話文などの引用文と比較すると,地の文での係 り結びの使用は限定されたもの

であることが見いだされた。和文の地の文での係 り結びは,「けり」の機能を補強するように使用さ

れているとかんがえられる。

1 は じ め に

平安朝の和文においては,テ ンス・アスペクト系の

助動詞「つ」「ぬ」「たり」「り」が,地の文で係 り結

びの結びの部分にもちいられることが,会話文などの

引用文と比較すると,非常に例がすくないということ

を,西田 (2000・ 2002)で指摘した。また,地の文中

では,こ れらの助動詞が結びとなる係 り結びには係助

詞「ぞ」の例 しかなく,引 用文中での「なむ」「や」

「か」などもふくめた多様な用法があるのとは,対照

的なものとなっている。このような傾向は,助動詞の

つかない文末の例や,他の助動詞の文末での例ではど

のようであろうか。

この点について,今回は源氏物語の若菜上巻を資料

として,地の文の文末形式を調査する。若菜上巻は
,

源氏物語中でも分量のおおい巻であり,さ まざまな文

の種類があることと,多様な引用文の例があり,お な

じ巻のなかで比較するうえで便宜がある点から,調査

対象とした 。゙

2 若菜上巻での文の種類の調査

若菜上巻では,地の文に533の 文が句点等によりし

めされている。これらは,ま ず「一般的な文」と「引

用文で終止する文」とにわけることができる。前者

は,「述体句」や「喚体句」°,あ るいは,「分化文」や

「未分化文」うなどといわれる,述語の有無等の文法上
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での文の基本的な形式や意味から規定される文であ

り,後者は,和歌や会話文などが引用の形式ではな

く,そのままで終止するような,文章内の地の文で文

として機能している例である。次の [1]の ような例

があげられる。

[1]/は かなくてうはの空にぞ消えぬべき風にた

だよふ春のあは雪/御手,げにいと若くをさなげ

なり。(63ペ ージ)

この例では,「 と」「など」で引用する形式でなく,

和歌がそのまましめされて,つ ぎに「御手」以下,地

の文がつづく。これらは,「一般的な文」としての形

式をもつものではないが,和文の地の文中で例のみら

れるものである。

若菜上巻では,「一般的な文」が 522文 ,「引用文で

終止する文」が 11文 であり,そ のうちわけは,和歌

の例が 9文,会話文が 1文 ,消虐、文が 1文である。

つぎに,「一般的な文」とした文では,「分化文」の

例 しかみられず,「未分化文」の例は存在しない。そ

の「分化文」のなかで,文が述語の形式でおわる文が

517文であるのに対 して,述語の部分が省略された

「言いさしの文」が 5文ある。つぎの [2]の ような例

である。

[2]一夜のほど朝の間も,恋 しくおぼつかなく,

いとどしき御心ざしのまさるを,な どかくおぼゆ

らむと,ゆ ゆしきまでなむ。院の帝は,月 のうち

に御寺にうつりたまひぬ。(65ペ ージ)

[2]で は,「ゆゆしきまでなむ」のあとの述語が省

略され,そのまま次の文が「院の帝」以下つづく。こ

のような例は,係助詞「なむ」の例が 4文,複合の係

助詞「こそは」の例が 1文 である。「言いさしの文」

は会話文などの引用文では多用されるものの,地の文

での使用は草子地などの文に限定されるものである。

「分化文」のうち,「言いさしの文」以外の文は「述

語文」
事である。今回の主要な検討対象となるのは,こ

の「述語文」で言いさしにならない文,517文 であ

る。「述語文」は,さ らにその述語部分の種類によ

り,「動詞文」「形容詞文」「形容動詞文」「名詞文」に

わけることができる。現代語研究では,いわゆる形容

動詞を述語とする文も「形容詞文」とするが',こ こ

では述語の品詞の種類ということで別に数値を算定す

る。

それぞれの文数は,「動詞文」440文 ,「形容詞文」35

文,「形容動詞文」18文 ,「名詞文」24文である。「動

詞文」の数が もっともおお く全体の 82.6%を しめ

る。
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つづいて,こ れらの文の述語での助動詞や助詞の接

続する傾向を調査する。以下,「動詞文」を表 1,「形

容詞文」を表 2,「形容動詞文」を表 3,「名詞文」を

表 4で しめす。また,表 5で は,こ れらの文での係り

結びの使用例で,その助詞の種類をしめした。なお,

地の文文末での係り結びの例は,すべて連体形との結

びであり,「 こそ」と已然形の結びの例はみられなか

表 1 動詞文

数値 係 結 %

接続ナシ 249 56.6

る 1

らる

めり・き 0.5

34 20 7.8*

れ・けり 1 1 0.2

られ 。たり・けり 1 0。 2

に ・ けり 0。7

た り 1 0.5

なり・けり 1 0.2

つ 0。9

ざり・つ 1 0。 2

ぬ 4.8

た り 20 4.5

13.4

む 1 1 0.2

べ し 0。 7

らる 。べ し 0。2

なる・べ し

ぬ(ず )。 なる・べし 0.2

め り 1 0。 2

ぬ・め り 0.2

たる・な 。め り 0。 2

まじか・めり 1 0.2

ず

らるる・かし 1 0.2

ぬ・か し 0。 2

む・かし 1 1 0.2

らむ・かし l 0。 2

けむ 。かし 1 1 0。 2

ず 。かし 0.5

ぬ(ず )・ や 1 1 0。2

ぬ る 。よ 1 0。 2

計 32種 100.0

「けり」には連体形終止が 1例 ある。係 り結びの 20

例の中にはふくまない。

表 2 形容詞文

数値 係結 %

接続ナシ 24

む

ず 1

や

計 5種 35 100.0



数値 係 結 %

接続ナシ 72.2

け り

ず 1 5。 6

むやは 1 5。 6

や 1 5.6

計 5種 100.0
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表 3 形容動詞文

表 4 名詞文

「む」の*3例 は「なにかは」「いかでか」「いかでか
は」がそれぞれ 1例である。

ったの。

「動詞文」は,517文 中の 440文 で,も っとも使用

例のおおい文である。そこでの係 り結び使用例をみる

と,440文 中の 43文 にあ り,9。8%に あたる。ただ
,

そのなかで注意されるのは,係 り結びの使用される文

末の形式が特定の例に集中していることである。とく

に,助動詞「け り」の下接する例が 21例 ,複合形 も

ふ くめると23例で,そ のなかの 52.3%を しめる。そ

の他の例では,「 り」の 5例が目につ く程度である。

「形容詞文」は 35文で,係 り結びの使用例は 7文で

ある。全体の 20%で あるが,そ こで も「け り」の例

が 4例 で 57.1%と ,「動詞文」とおな じく,「け り」

の使用例がおおい。

「形容動詞文」は 18文で,係 り結びの使用例は存在

しない。

「名詞文Jは 24文で,係 り結びの使用例は「けり」

の 1文のみである。全体の4.2%で ある。

表 1か ら表 4を まとめて,係 り結びの使用例を整理

したのが,表 5である。これをみると,全体で 517文

中の 51文 に係 り結びの例があり,9。9%にあたる。そ

して,そ の使用例の過半数が助動詞「けり」との結び

である。複合形「れ・けり」「たり・けり」もふ くめ

ると,51文中の 28文で 54.9%と なる。

「けり」以外の例でも,「めり 0き 」や推量系の助動

詞「む」「めり」,さ らには終助詞「か し」「や」「よ」

など,地の文中では,い わゆる草子地ともされる,語

り手が直接的に評言をのべる部分に使用される助辞の

例が目につく。使用例のおおい「動詞文」に集中する

が,「め りき」が 2例 ,「む」が 3例 (「形容詞文」2

例ふ くむ),「 め り」が 1夕J,「たる 0な ・め り」が 1

夕J,「 ま じか・め り」が 1夕J,「 らるる・か し」が 1

例,「む・か し」が 1伊J,「けむ・か し」が 1夕J,「ぬ

(ず )・ や」が 1例 ,計 12例である。[3]と [4]に例

をあげる。

[3]そ のかみも,人よりこよなく心とどめて思う

たまへりし御心ざしながら,はつかにやみにし御

仲らひは,い かでかはあはれも少なからむ。(75

ページ)

[4]ま だいとあえかなる御ほどに,い とゆゆしく

ぞ誰も誰もおぼすらむかし。(77ペ ージ)

[3]は ,光源氏は朧月夜に対 してその昔より執心 し

ていたので,久 しぶ りの再会でどうして恋の思いのつ

のらないことがあろうか と,語 り手の評がのべ られ

る。 [4]も ,ま だ年少の明石女御の出産を誰もが′心配

におもわれるようだという,作者の評である。とも

に,物語の事態進展のなかで,作者が何らかの解説を

くわえるという役割の文で,物語での事柄そのものを

のべる文ではない。

助動詞「けり」は,竹取物語以下の平安和文の物語

作品のなかで,段落の区切れに密接にかかわるものと

の指摘があるつ。推量系の助動詞や終助詞の接続する

例も語り手の評価や感想をのべる例である。このこと

からすると,51文中の 39文 と,76.5%が特定の例に

集中していることになる。

これらを除外すると,動詞に助辞の接続のない例が

4夕J, 自多音の「る」が 1夕J,「ぬ」が 1夕J,「 り」が 5

数値 係 結 %

接続ナシ

け り 1 12.5

べ し 4.2

ず 4.2

けむ・かし 4。 2

か し 4.2

や 4.2

計 7種 24 100.0

表 5 係 り結びの種類

ぞ な む * 計

接続ナシ

る 1

めり・き

け り 26

れ・けり 1

た り け り

ぬ 1

む

め り

まじか・めり

らるる・かし

む・かし

けむ・かし

ぬ(ず )・ や 1

計 15種 34
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例,形容詞に助辞の接続のない例が 1例 ,合計 12例

のみが,物語の「語 り」 との直接的な関連のす くない

とおもわれる例である。

また,係助詞の種類 も,基本的には「ぞ」が中心

で,「け り」「め り」に「なむ」が見 られるのみであ

る。「なむ」の使用については,か なり限定 されるも

のであるとかんがえられる。

以上のことからすると,基本的な傾向としては,係

り結びの使用比率は 1割弱とかならず しもひくいもの

ではないものの,使用される文末は特定のものにかぎ

られている。これらは,かつて宮坂 (1952)で指摘さ

れた結果に通 じるものである。宮坂は,地の文では
,

会話文に比較すると,係 り結びの種類が限定 され
,

「なむ」の使用比率はひ くくなることを指摘 してい

る。

ただ,その使用傾向の偏 りや限定についてはさらに

検討の余地があるようである。「け り」での使用例が

半数以上をしめ,い わゆる草子地とされる例 もふ くめ

ると,8割ちかい例 となる。そのなかでも,助辞の接

続 しない例での使用例が圧倒的にす くなく,「動詞文」

に 4例 ,「形容詞文」に 1例 にす ぎない。これらの点

については,3章で個別例により検討する。

3 地の文での係 り結びの使用

まず,「動詞文」と「形容詞文」の助辞の接続しな

い例から検討する。

[5]父 大臣は,琴の緒 もいと緩に張 りて,い たう

下して調べ,響き多く合はせてぞ掻き鳴らしたま

ふ。(51ペ ージ)

[6]尚侍の君は,故后の宮のおはしましし二条の

宮にぞ住みたまふ。(67ペ ージ)

[7]春宮の宣旨なる典侍ぞつかうまつる。(78ペ

―ジ)

[8]大将,い とかたはらいたけれ ど,は ひ寄 らむ

もなかなかい と軽々 しければ,た だ心 を得 させて

うちしはぶきたまへるに至,や をらひき入りたま

ふ。(128ペ ージ)

[5]か ら [8]の動詞文の例では,いずれもその文

でのもっとも「卓立」
いすべき対象を係助詞「ぞ」で提

示している。[5]は管弦の名手である玉髪の父の大臣

が光源氏の四十の賀で「響き多く合はせて」琴を演奏

し,[6]は 朧月夜の尚侍の君は「故弘徽殿の女御の二

条宮」に住み,[7]は 「典侍」が出産の湯殿の奉仕を

し,[8]は 六条院の蹴鞠での猫の騒動で姿があらわに
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なった女三宮に夕霧大将が「うちしはぶき」すること

で注意を喚起する。

これらの例では,係助詞で指定される部分が文にお

いて非常に重要な位置をしめる事柄 ということがいえ

る。 [5]で は音楽の血筋にす ぐれた大臣家につたわる

琴の奏法が特別なものであること,[6]で は朧月夜が

光源氏 との因縁のある故弘徽殿女御の屋敷に居住 して

いてそこでの再会に昔をしのぶものがあること,[7]

では春宮の最初の若君誕生ということで春宮つきの典

侍が奉仕すること,[8]で は注意の困難な状況で夕霧

が手をつ くして姿があらわになっていることを女三宮

にしらせたことなど,こ れらの語句が物語の進展上重

要なことがらをしめすものとなっていることが理解さ

れる。

[9]た だかの絶え籠 りにたる山住みを思ひやるの

みぞ,あ はれにおぼつかなき。 (120ページ)

[9]の 形容詞文の例は,明石の君が「父明石入道が

連絡 をたって山中にこもったのをお もいやることだ

け」が不安でしかたがない, とするものである。自分

の運命をきりひらいていくれた父をおもいやる気持ち

のつよいことが,こ こでの重要な語句 とかんがえられ

る。

それに対 して,係 り結びの使用 されない文では,こ

れらのような特別に「卓立」する必要がないというこ

とにもなる。

[lo]さ るものの上手の,心 をとどめて弾き鳴ら

したまへる音の,い と並びなきを,異人は掻きた

てにくくしたまへば,衛門の督のかたくいなぶる

を責めたまへば,げにいとおもしろく,を さをさ

劣るまじく弾く。(51ペ ージ)

[H]琴は,兵部卿の宮弾きたまふ。(51ペ ージ)

[10][H]は ,[5]の 前後の例で,お なじく六条院

での演奏の場面である。[10]で は,柏木衛門の督が

無理に琴をしいられたが父にもおとらないまでに演奏

したというのであるが,そ の直後には名人の子でも

「かくしもえ継がぬわざぞかし」と人々のきびしい批

評があり,格別の評価はえていない。[11]で は,「琴

(き ん)」 を兵部卿の宮が演奏したとあるのみである。

このように,[6]と 類似した演奏に関する文でも,

それが「卓立」される文とは,あ きらかにちがつたと

ころがあり,一般的な事柄のみをのべる文では係 り結

びはとくに必要とはされていない。係り結びを地の文

で使用する場合は, とくに物語の叙述の進展上,必要

なものにかぎられているようである。

以上の点からすると,地の文での助辞のつかない動
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詞の文末などでは,通常は係 り結びをもちいずに文を

叙述し,そ のような特別に「卓立」すべき部分のみが

係 り結びでしめされるということにもなる。この点に

ついては,以前助動詞「つ」「ぬ」「たり」「り」の検

討でもふれたところである
"。

[12]思 ひ定むべき世のありさまにもあらざりけ

れば,今 よりのちもうしろめたくぞおぼしなりぬ

る。(1060ペ ージ)

[12]に は,「ぬ」の例をあげた。この例では,紫上

が女三宮降嫁後夫婦の仲もこれから先どうなるか不安

に思うことがのべられる。「うしろめたくぞ」と紫上

が′亡ヽ配や不安の気持ちをつのらせていることが「卓

立」されている。

しかし,若菜上巻の他の「ぬ」20例 では,係 り結

びは使用されず,源氏物語全体でも地の文 522例 中で

係 り結びとの結びは 11例 にすぎない0。 源氏物語の

地の文では,「けり」や特定の助辞との結び以外で係

り結びの使用されることは例外的であり,全体では

「述語文」517例 中の 51例 と10%弱の文が係 り結び

の結びとなるが,そ れは全体としての平均 したもので

あり,そ れ以外では,動詞の助辞の接続しない文では

249例中の4例で 1.6%と なるように,係 り結びが多

用されているわけではない。結局のところ,「けり」

の (複合例もふくむ)53文中の 26文で 52.8%に 係 り

結びがもちいられており,それが全体の比率をおしあ

げているのである。

そこで,つ ぎの 4章では,使用例が限定される地の

文に対して,会話文などの引用文ではどうなのかを検

討することにしたい。

4 引用文での係 り結 びの使用

会話文の例からみていく。会話文では,地の文で例

外的であった動詞や形容詞に助辞の接続しない例での

使用例が目につく
H)。

[13]こ の秋の行幸ののち,い にしへのこととり

添へて,ゆ かしくおぼつかなくなむおぼえたま

ふ。(16ペ ージ)

[14]今 か くまつ りごとをさりて,静かにおはじ

ますころほひ,心のうちをも隔てなく,参 りうけ

たまはらまほしきを, さすがに何 となく所狭 き身

のよそほひにて,おのづから月日を過 ぐすこと
,

となむ,を りをり嘆き申したまふ。(18ペ ージ)

[15]な ほ,さ る人はいとたのもしげなくなむあ

る。(28ペ ージ)

[16]高 き心ざし深 くて,……なほまたこのため

にと思 ひ呆てむには,限 りぞあるや。(29ペ ー

ジ)

[17]人伝ならで,物越に聞こえ知 らすべ きこと

なむある。(68ペ ージ)

[18]物越にはるかなりつる対面なむ,残 りある

ここちする。(75ペ ージ)

[19]かかる御消息なむある。(106ペ ージ)

[20]さ きざきの人の上に見聞きしにも女は心 よ

りほかに,あ はあはしく,人におとしめらるる宿

世あるなむ,い とくちを しく悲 しき。(14ペ ー

ジ)

[21]女御子たちを,あ またうち捨てはべるなむ

心苦 しき。 (39ページ)

[22]すべて世の人の……心ひとつにしづめてあ

りさまに従ふなむよき。 (45ページ)

[23]そ れもまた……よろづのことなのめに目や

す くなれば,い となむ思ひな くうれ しき。 (119

ページ)

[13]か ら [19]が動言司,[20]か ら [23]が形容詞

の例である。会話文では,動詞や形容詞の例でも係 り

結びの結びとして使用されることは,と りわけ少数と

いうことでないようである。会話の相手にはたらきか

ける例 として「なむ」が使用 されるとかんがえられ

る1'。

それ以外で も,地の文ではみ られなかった,助動詞

「つ」「たり」「ず」の夕Jも みることができる。

[24]も とより御身に添ひきこえさせむにつけて

も,……いとかうしもものしたまはじとなむ,年

ごろは,なほ世の常に思うたまへわたりはべりつ

る。 (lHペ ージ)

[25]今 はまたその世にもねびまさりて,光 ると

はこれを言ふべ きにやと見ゆるにほひなむ,い と

ど加わりにたる。(19ペ ージ)

[26]故 院の上の,今はのきざみにあまたの遺言

ありしなかに……年ごろことに触れて,その恨み

残 したまへるけしきをなむ漏 らしたまはぬ。 (16

ページ)

[24]の 「つ」,[25]の「に・たり」,[26]の 「ず」

は,そ れぞれ地の文では複合形もふくめて,5例,20

例,8例あるにもかかわらず,使用例がみられない。

これらの例からしても,会話文では,地 の文のよう

に,「けり」などに係 り結びの例が集中するようなこ

とはないとかんがえられる。

つぎに,消息文の例をみてみる。若菜上巻には,明
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石入道から娘の明石の君と妻の明石尼君への手紙の例

がある。この手紙には23の 文があるが,そ の中に

「なむ」の結びが 8例 ,「か」の結びが 1例 ,「かは」

の結びが 1例みられる。遺言としてのこした手紙では

じめて夢の真相をしらせただけに,「なむ」を多用し

た読み手にうつたえかけるようなものとなっている。

とくに,地の文では使用例のす くない,助動詞「ぬ」

にも例のあるのが注意される。

[27]こ のひとつの思ひ……水草清き山の末にて

勤めはべらむとてなむまかり入 りぬる。(103ペ

ージ)

[28]こ の月の十四日になむ,草 の庵まかり離れ

て,深 き山にいりはべりぬる。(104ペ ージ)

以前調査したところでは,源氏物語全編の地の文で

も「入る」のような移動動詞での係り結びの例は2例

のみであったい)。 これらの例は,山奥に命をすてる覚

悟で修行にいく決意のかたいことをつたえるためにも

「なむ」が使用されているとかんがえられ,[27]では

「勤行への覚悟」,[28]で は「山奥にはいる日」が,

それぞれ「なむ」で「卓立」されているのである。

また,こ の手紙の直後にある,明石尼君の質問への

使いの僧の返答となる会話文は,7文中の 6文が「な

む」の係 り結びの例である。説明的な意識のつよい会

話文などでは,それだけ「なむ」の使用例がおおくな

るとかんがえられる。

以上のように,引用文での係 り結びの例を検討して

きたが,や はり地の文とはちがった使用傾向にあるこ

とはあきらかである。会話文で「なむ」の使用例のお

おいことはすでに指摘のあるところであるが‖),地の

文との比較という点からすると, どのような文末の例

でも係 り結びが使用されるという点が注意される。逆

にいえば,地の文では,係 り結びは自在に使用される

ようなものでもなかったともいえるのである。

5 地の文での係 り結 びの機能

以上,源氏物語若菜上巻の地の文での係 り結びの使

用について検討してきた。その結果として, とりわけ

注意されるのは,つ ぎの 4点である。

1 地の文文末での係 り結びの使用率は 10%弱 でひ

くいものではない。

2 その使用例の半数は助動詞「けり」がじめる。

3 係助詞「なむ」の使用は「けり」に集中し,その

他は係助詞「ぞ」が使用される。

文学 0文化編 (2004年 3月 )

4 会話文に多様な文末の係 り結びがあるのと比較す

ると,地の文の使用傾向は「けり」 と草子地関連

の文末に集中するという特徴がある。

助動詞「けり」 と係 り結びの関係については,阪倉

(1993)に とかれているのが参考 となる。

「けり」には,過去の事柄に今あらためて気付い

たという気持が籠められたり,ま た,そ の事柄を

現在の立場から説明的に叙べるという態度が示さ

れたりするのである。「一――なむ一一ける」とい

う形の解説的表現が物語文に特徴的に現れる理由

が,そ こにあったと思われる。(227ペ ージ)

説話に限らず物語においても,その発端の部分で

は,登場人物の紹介や事の起こりを述べて,自 然

に叙述は説明的になるし,ま た,結末の部分は
,

以上の話から導かれる語り手の結論を読者に理解

させようとして,解説的になるのが一般である。

そういうところに用いられるのが,先 に述べた

「なむ」を含 む文,特 に「
―

なむ―一ける。」

「
―

なむ一一 たる。」あるいは「
―

ぞ
一

け

る。」などという呼応を持つ文であった。(231・ 232

ページ)

上記の引用部分では,「けり」のもつ解説的・説明

的な叙述をおこなうという機能が係 り結び「なむ」

「ぞ」との共起にむすびつきやすいことがのべられて

いる。「けり」自体の機能が「なむ」「ぞ」のもつ機能

と相補する点があり,それが両者の共起しやすさにつ

ながるといえよう。

また,いわゆる草子地とされる部分は,物語の語り

手が批評等をおこなうものであり,おのずと解説的な

要素がつよく,こ の点が係 り結びの使用されることに

つながるとかんがえられる。これらも「けり」に使用

されるのと同様の理由が想定される。

とすると,地の文でのそれ以外の助辞のつかない文

末などにおいては,「なむ」のもつ聞き手へはたらき

かけ説明するような機能は,「けり」のような語 り手

の解説のような部分以外では,かならずしも必要とし

なかったということになる。また,「ぞ」のもつ,特

定の語句を「卓立」したうえで解説するという機能

も, とりわけ必要な特定の部分でしか使用されなかっ

たということになる。

源氏物語などの和文の文章では,係 り結びが多用さ

れたということはそのとおりなのであるが,地の文に

ついては,保留すべき側面がある。とくに,も っとも

使用率のたかい,動詞や形容詞などの助辞の下接 しな
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い文末で,逆にもっとも係 り結びの使用率がひくいの

は,注意されるべきである。

地の文では,解説的ではない,事柄をつみかさねて

叙述するような部分では,係 り結びは必要とされてい

ない。「けり」などの特定の夕1に 係 り結びを集中的に

使用することで,係 り結びの文のもつ,相手にはらた

きかける解説的な機能が,地の文中でより明示的にも

ちいられていたともかんがえられるのである。

6お わ りに

今回の調査 により,源氏物語若菜上巻の地の文で

は,係 り結びの使用率が 10%程度あるにもかかわら

ず,その使用例は偏在 していることがあきらかになっ

た。地の文の係 り結びは,助動詞「けり」 との共起性

がつよく,その解説的な機能を補強する意味があると

かんがえられる。この機能は,係 り結びだけでなく,

ひろい意味での連体形終止の文にも存在するものであ

る国
。また,こ のことは,地の文では連体形終止の使

用例自体が少数であるりこととも関連するとおもわれ

る。

今回は,源氏物語の若莱上巻という限定した範囲で

の検討におわつたが,源氏物語全編での傾向もふくめ

て,よ り詳細な調査をおこなうことを,つ ぎの課題に

したいとおもう。

注

1)調 査には,石 田・清水校訂の『新潮 日本古典集成』

をもちいた。引用する際の下線は私に付した。

2)山田 (190701922)に よる。

3)益岡・田窪 (1992)に よる。

4)国立国語研究所 (1963)に よる。このばあい,「述語

文」と「独立語文」となる。

5)川 端 (1976)で は「名詞文」もふ くめての「形容詞

文」を定義する。ここでは述語の品詞の種類による区

分で検討する。

6)地 の文中にも「はさみこみ」「挿入句」として「こ

そ」の結びの例がある。また,「係 り結びの流れ」とさ

れる例もある。今回これらについての検討は保留する。

7)阪倉 (1956),塚 原 (1976・ 198201987)な どには
,

その具体的な事例の分析がおこなわれている。

8)係助詞の「卓立」については,近藤 (2000)に 詳細

な言己述がある。

9)西田 (200002003)に よる。

10)西田 (2000)に よる。

11)会話文には,「 こそ」や疑間の「や」「か」など多様

な係 り結びの例がみられるが,今回の検討では「ぞ」

「なむ」と連体形の係 り結びに限定し,上記の例につい

てはふれない。

12)宮坂 (1952)で は「くなむ〉は語る強調,〈 ぞ〉は写

す強調である」とされる。阪倉 (1993)で は「「なむ」

が会話文によく用いられて,相手に説明するという態

度を強く示すものであったのに対 して,「ぞ」はむしろ

話 し手自らにおいて (極端に言えば一方的に)筋 を通

して述べるという態度を示すものであった (し たがっ

て会話文に現れることは少なく,む しろ書きことば的

であった)ためであろう」とされる。

13)西 田 (2000)|こ よる。

14)宮坂 (1952)に よる。

15)阪倉 (1993)に よる。

16)山 内 (2003)に よる。
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